
新型コロナウイルス感染症関連情報（7月6日現在）

患者報告数の増加傾向が明らかになっています 問�合せ／保健予防課（☎350-7650）

令和5年春開始接種の予約を受付けています 問�合せ／水戸市新型コロナワクチン接種
コールセンター（☎0570-089-310）

▼基本的な感染対策に取組みましょう
　自らを感染から防ぎ、身近な人を守るために、基本的な感
染対策にご協力をお願いします。

接�種対象／初回（1・2回目）接種を完了した方で、次のいずれかに該当す
る方　①65歳以上の方　②5～64歳の基礎疾患を有する方等　③64歳以
下の医療従事者等

※①の方には、順次接種券を送付しています。

基本的な感染対策
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市内12定点医療機関からの患者報告数(5月8日～）
（人）

ワクチンの種類 接種会場

オミクロン株対応ファイザー社ワクチン
（BA.4-5型）

岩崎病院（笠原町）、エクセルメディカルクリニック（宮町1）、大久保病院（石川4）、城南
病院附属クリニック（城南3）、丹野病院（酒門町）、水戸済生会総合病院（双葉台3）、水戸
赤十字病院（三の丸3）、水戸中央病院（六反田町）

オミクロン株対応モデルナ社ワクチン
（BA.4-5型） 水府病院（赤塚1）、北水会記念病院（東原3）

武田社ワクチン（ノババックス） 石田外科医院（東原2）、城南病院附属クリニック（城南3）

▼新型コロナ以外の感染症の流行にも注意しましょう
　6月以降、RSウイルス感染症やヘルパンギーナなどの、主に
こどもがかかりやすい感染症が、例年よりも早く流行していま
す。また、インフルエンザについては、市内で第23週（6/5～
6/11）以降、流行期の目安を超える患者報告数となっています。
　新型コロナに加え、さまざまな感染症が流行すると、医療提
供体制のひっ迫につながるおそれがあります。

③�手洗い習慣：20～30秒程度かけて流水と   
石けんで手を洗いましょう。

①場面に応じたマスクの着用：高齢者など重症
　化リスクが高い方への感染を防ぐため、場面
　に応じたマスクの着用にご協力ください。

②換気：不特定多数の人がいるところでは、　
　換気をしましょう。

インフルエンザ・RSウイルス感染症・ヘルパンギーナ
患者報告数

　新型コロナの患者報告数は、全国的に微増傾向となっており、
市内でも同様に増加傾向にあります。
　「全数把握」が廃止され、「定点把握」が開始された第19週（5/8～
5/14）と比較すると、第26週（6/26～7/2）は、患者報告数が約3.3
倍になっています。
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インフルエンザ RSウイルス感染症 ヘルパンギーナ
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▼発熱などの症状があるときは
　かかりつけ医などの地域で身近な医療機関に速やかに電話
連絡したうえで受診してください。
　体調不良時には、仕事や学校を休み、外出を控えていただ
くことが感染拡大の防止につながる大切な行動です。ご自身
の体調を確認し、発熱や倦怠感などの症状がある場合にやむ
を得ず外出するときは、人混みを避け、マスクの着用をお願
いします。

　医療機関を受診するかどうか迷ったときは、下記の電話相
談窓口に相談してください。
茨城県新型コロナウイルス感染症電話相談センター
電話番号／029-301-3200
時間／午前7時30分～午後9時（年中無休）
※夜間は、以下の電話相談窓口を利用してください。
・こども（14歳以下）：#8000または050-5455-2856
・おとな（15歳以上）：#7119または050-5445-2856

（5/8～
5/14）

（～5/21）（～5/28）（～6/4）（～6/11）（～6/18）（～6/25）（～7/2）

約3.3倍に増加

①かかりつけ医などの医療機関へ受診の相談をする
　受診の前に必ず医療機関へ電話連絡してください。
※ 他の外来対応医療機関（発熱等の症状が出た方が受

診できる医療機関）を紹介される場合があります。
②予約した時間に受診する
　受診時はマスクの着用にご協力ください。

医療機関を受診するときは

※接種会場は、今後、変更となる可能性があります。

※ ②・③の方は、接種券発行の申請が必
要です。申請方法など、詳細は、市
ホームページをご覧ください。

接種費用／無料　
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